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「子どもの安全分野」の目標と取組

子どもを不慮の事故から守りましょう

【出典】救急搬送データ（鹿児島市）、両性、0～6歳、2018年度

家庭内等での事故・けがの減少

子育て中の親への支援

家庭内等での事故・けがに関する情報の発信

児童への安全教育

子育てに悩みがある保護者の相談及び子育て体験談の情報発信

など

など

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、お子さん方も、これまでより自宅で過ごす時間が増えている

のではないでしょうか。

実は、子どものけがは自宅内で最も多く発生しています。

そこで今回は、子どもの事故・けがの傾向や予防のポイントについてご紹介します。

転倒・転落の過半数が自宅で発生

自宅内での転倒・転落によるけがは、

居室や階段で起こることが多い

口に入る大きさのおもちゃなどは出しっぱなしにしな

い、熱い飲み物の入ったコップをテーブルの端に置か

ないなど、ちょっとした工夫でけがを防ぐことができ

ます。

けがの種別では、「転倒」・「転落」が大部分

じゅうたんやお風呂のタイルで滑って転ぶ、ベビー

ベッドやソファから落ちるなど、身近なところに危険

がたくさん！

(n=150)

幼児は体に比べて頭が大きく、重心が高いので、大人

より不安定で転びやすく、また柵などから身を乗り出

すと頭から落ちやすいです。

自宅での子どもの事故を防ぐため、裏

面の「自宅の危険箇所マップ」を使って、

自宅内の危険な場所をチェックしてみま

しょう。

子どもの事故は大人が思いつかないよ

うなことが原因で起こることも。

子どもの成長に合わせて、日頃から危

険箇所のチェックを行いましょう。

危険箇所を点検をする場合は、

子どもの目線で周囲を見渡して

みることが大切です。
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ごえん

誤飲・誤嚥も

多いね！

ごえん




